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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊ ▲はマイナスを表します。

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で下落しました。
政府が新型コロナウイルスの水際対策の緩和を検討しているとの報道を受け、
インバウンド（訪日観光客）需要の回復期待から週初より上昇し、13日
（火）は８月26日以来、およそ半月ぶりの高値となりました。8月の米消費
者物価指数（CPI）の上昇率が市場予想を上回り、米連邦準備制度理事会
（FRB）による大幅な利上げの継続と景気減速懸念が強まると大幅に下落し
ました。週末にかけて、自律反発狙いの買いが優勢となる場面もあったもの
の、20～21日に米連邦公開市場委員会（FOMC）を控え、米利上げ加速へ
の警戒感が根強く、週末も安値圏でもみ合いとなりました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で下落しました。
インフレがピークを付けたとのやや楽観的なムードが広がるなか、8月米
CPIが市場予想を上回る伸びとなり、FRBによる大幅な利上げの継続とそれに
伴う景気悪化懸念が改めて意識されると、13日（水）は1,200ドル超の大幅
下落となりました。その後、大幅下落の反動から買い戻しの動きも見られた
ものの、FRBによる積極的な利上げへの警戒感は根強く、週末まで軟調な展
開となりました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
8月の米CPIが市場予想を上回る伸びとなり、FRBによる利上げが加速するとの
観測から米長期金利が上昇した流れを受け、国内金利も上昇基調となったもの
の、日銀が現行の金融政策で許容する長期金利の変動幅の上限となる0.25％近
辺では、買いも入りやすく（利回りは低下）、週間の上昇幅は限られました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
積極的な金融引き締めを続けるFRBと、大規模な金融緩和を続ける日銀との
金融政策の方向性の違いが意識され、週を通じて円売り米ドル買いが優勢と
なりました。一方、日銀が急激な円安への警戒姿勢を強め、為替介入の準備
のためレートチェックを実施したことを受け、円買い米ドル売りが進む場面
もありました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、市場予想を上回る8月米CPIの結果を受け、日米両市場
ともに下落しました。
13日（火）に米労働省が発表した8月のCPIは、前年同月比+8.3％と、7月
の同+8.5％から低下したものの、市場予想（同＋8.1％）を上回りました。
エネルギー価格の下落や、足元の賃金上昇の伸びにやや鈍化がみられ、イン
フレがピークを付けたとの見方も広がっていたため、予想外の結果を受け、
株式市場は大幅下落となりました。
20－21日にFOMCを控え、今週前半は様子見ムードが高まりそうです。
市場では3会合連続で0.75％の利上げが行われるとの見方が大勢を占めてい
ますが、8月CPIの結果を受け、一部では1.00％の利上げを見込む声もみら
れます。FOMCを無難に通過すれば、株式市場に買い安心感が広がり、上
昇が期待できそうですが、FRBが1.00％の利上げに踏み切ることとなれば、
波乱の展開となりそうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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